
テーマ　「市民がウィンタースポーツにもっと親しむ環境づくり」 	

•  〈前半〉　テーマに関して市民目線から見た現状と課題	

　グループ５（前半の議論の詳細） 

気軽に行って使えそうな場所が
活用されていない	  

何がネックか。車で停められないと
か	  

指導者が少なく、基礎の技術が習
得できないので、楽しめない	  

指導者が少ない	  
→ウィンタースポーツは技術が必要なも

のが多い	  

正しい技術が分からないと楽しめない	  
［基礎］［人口］	  

取組のPRが不足している	  

「親しむ環境づくり」というが、「市民に見
える化」をしてきたか	  
「下流老人」という語を聞くが、どうやった
ら親しめるのか	  

経済的に余裕がないとできない	  

一地域のスキーレーシングチーム	  
→比較的経済的に恵まれた家庭の子ど

もばかりなのが現状	  

スキー場など施設利用料が高い	  

スキー場。日常的に使うには料金
が高い	  

ウィンタースポーツ（特にスキー）を
する時、多額の費用が必要。	  
→家庭の経済力によって差が出る
のでは？	  

スケート	  
滑るという行為があまり親しまれ

ていない？	  

交通アクセスは良いか？安く
行けるか？	  
	  
スキー場へ行くのに駅からバス発
着を多くしては！！	  

道具をそろえるのが高い	  

ウィンタースポーツは道具が必要	  
揃えるのに費用がかかる。選ぶのも

難しい。などハードルが高い	  

適した道具が分からない	  

市の行っている取組を市民に伝えていな
いのでは	  

施設民営化で、施設利用料
が高くなる傾向にある	  

施設が民営化される。サービスは
良くなるが費用は高くなる傾向	  

遊びを活用する視点が大切	  

子どもの遊びが少ない	  

遊びのスポーツ化	  

冬場の運動不足	  
多様な回答や提案があった方が	  

冬は運動不足になるが、解消の提案が
無い	  

冬に体を動かすモチベーションづく
りが不足している	  

運動不足の問題から背中を押すことが
足りないのでは	  

遊び、雪かき	  
どれだけ体を動かしたか、捉える手法	  

バザーのようなものは増えた	  
→行政で取り組んでは	  

スキー場のリフト料金が高いので
は！（６５歳以上の割引は？）	  
子どもが思う十分滑れないのでは	  

１９歳ならスキー場はタダは良い取組	  

天狗山。午後は何回行っても１００円
だった	  

子どもや高齢者が無料になる機会も
必要では	  

豊平川をもっと活用できそうだが、車
が停められない	  

公園もあまり活用されていないので
は	  

一人で公園を活用するのも気が引
ける・・・	  

車が無いと施設にアクセスできない
（しにくい）	  
→子どもの遊びになりにくい	  

市民により身近な区役所と連携している
の？	  

身近な区役所と連携して取組んで
いるのか	  

いじめなど社会問題の解消にもつな
がるのでは	  

冬に体を動かしていることを意識して
いない	  

遊びや雪かきでどれだけ体を
動かしたかを意識していない	  

生活に余裕のない高齢者も楽しめるス
ポーツはあるの？	  

自分に最適な道具を判断して、
選んで買うことが難しい	  

スケート自体が親しまれていない	  

活用できる場所が少ない	  
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　グループ６（前半の議論の詳細） 

ウィンタースポーツの種類が少ない	  

スポーツ種類が無い（４ヶ月以内）	  
（スキー、スケート、歩くスキー）　12％？	  

親雪体験の機会を増やす	  

特に小学校でのスポーツも含めた、遊び
親雪体験増へ	  
→札幌市独自の教科の取組	  

多くの人が楽しめる	  
　　　スポーツが必要	  
（パークゴルフのような）	  

ウインタースポーツを実施する発想が乏しい	  

健康づくりにもつながる	  

指導者の充実	  
元選手などの積極的な掘り起こし、勧誘

など。待遇もそれなりに	  

+ 多世代で	  
楽しめるスポーツ
が必要	  

体操関連	  
（パークゴルフ、ゲートボール）	  

遊びとスポーツの概念を明確に	  

子どもの遊びは体力と知力の源泉だ！	  
これが著しく劣化	  

幼児、子どもの体力劣化、知力低下の市
の対応？	  

スポーツにしばられずに　　遊びも含めて	  

特に小学校で	  

小中学校でのウ
インタースポー
ツの機会が減っ
てる	  

子どもの	  
知力体力の向上	  
にもつながる	  

指導者の充実が大切（遊びも含めて）	  

身近な施設、空間　が区によって	  
　　　偏っていたり、不足しているのでは？	  

区単位、町内単位での施設の不足	  
偏り、交通の問題	  

身の回りの施設、空間を見通す	  

施設でなくても良い	  

仕事後の時間に	  
　　　　できる施設、環境が少ない	  

仕事終了後も利用できる施設増へ	  
例：夜間スキー場営業、施設開館時間の延

長→行政のこれらへの支援	  

若い人の実施率低い	  

トレーニングセンター（水泳〜）	  

トレセンのように一カ所に	  
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  施設が集まっていると良い	  

ウィンタースポーツは用具が必要で夏場
に置く場所が大変です	  

夏の用具置き場も困る	  

リフト代金も結構高く出費もある	  

施設利用や道具の費用が高い	  

既存施設への交通アクセスが少ない	  
（運賃などが割高）	  

交通アクセスも少なく、運賃も高い	  
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